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福岡県家具ブランド力向上支援事業 

製品企画力高度化支援事業における製品開発事例 
-木を使ったモダンデザインのフロアライトの開発- 
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株式会社丸庄(以下，丸庄)は，チェスト，テレビボード等の箱物家具，ソファ等の脚物家具を製造販売している

企業である。箱物，脚物共に製造できる高い技術力を有する丸庄は，空間をトータルで演出し提案できる家具メー

カーに成長したいと考えていた。そこで，「福岡県家具ブランド力向上支援事業 製品企画力高度化支援事業」に参

加し，製品開発に取り組んだ。開発アイテムを照明に絞り，空間全体を演出できる，アート的要素を備えたデザイ

ンのフロアライトというコンセプトを構築し，ペリクラークアンドパートナーズジャパン株式会社にデザインを担

わせ，木を使ったモダンデザインのフロアライトを開発し製品化した。 

 

1 はじめに 

本報では，「福岡県家具ブランド力向上支援事業 製

品企画力高度化支援事業」（以下，本事業）における

株式会社丸庄（以下，丸庄）の製品開発の取り組みを

報告する。本事業の目的や概要については，令和2年

度研究報告掲載「福岡県家具ブランド力向上支援事業 

製品企画力高度化支援事業における製品開発事例（そ

の1）」内の「1 はじめに」と「2 方法」を参照してい

ただきたい。また，本事業において丸庄の製品開発に

関わった製品開発グループおよびデザイン事業者のメ

ンバーを表1に示す。 

 

表1 製品開発グループとデザイン事業者 

製品開発グループ デザイン事業者 

•九州産業大学 芸術学部  

青木幹太教授 

•株式会社丸庄 

•インテリア研究所 

•ペリクラークアンドパートナーズジャ

パン株式会社 

2 事業の取り組み内容 

2-1 製品開発の目的 

丸庄は，北米原産の広葉樹を中心とした無垢材を用

いて，チェスト，テレビボード等の箱物家具，ソファ

等の脚物家具を製造販売している従業員 20 名（事業

参加当時）の企業である。無垢材を用いた重厚感高級

感のある家具テイストが持ち味である。特に実用新案

を取得した「ウェーブ加工」（木の節目や杢目の流れ

に沿って凹凸を彫り込み節目を浮き出させる加工）を

施した製品群は，差別化が難しい箱物家具市場におい

て存在感を示している(図 1 参照)。自社製品が市場に

認知される中，空間をトータルで演出し提案できる家

具メーカーに成長したいと考えていた。そこで，本事

業に参加し商品開発を行うこととなった。 

 

図 1 丸庄製品ソファ（左）とウェーブ加工を施した 

箱物家具の前板（右） 
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2-2 製品コンセプトの構築とデザイン事業者の選定 

製品コンセプトの構築は丸庄が中心となり，適宜，

製品開発グループがフォローをする体制で行った。 

まず，本事業の開発アイテムとして選定した照明に

ついて，使用場所と用途を明確にする必要があった。

そこで，本事業に参加する丸庄内の開発グループ 5 名

が「丸庄に置きたい照明」という視点で製品アイデア

をイラスト化した(図 2)。また，5 名のアイデアか

ら，「アート的な要素をもつ」「時間の経過を感じる」

「既存の製品との調和」といったキーワードが挙がっ

た。これらのことから，空間へ気軽に設置でき，自社

の製品と一緒に使用してもらいやすい“フロアライ

ト”を開発することとした。 

製品開発グループのフォローはデザイン事業者に依

頼する内容の仕様書の作成にまで及び，主に丸庄が仕

様書の作成を行った。仕様書にも上記のキーワードを

活用し，“「ウェーブ加工」の陰影を魅力的に表現して

空間全体を演出しできる，アート的要素を備えたデザ

インのフロアライト”というコンセプトを記載した内

容となり，これに基づきデザイン事業者を全国から募

集した。 

 

図 2 丸庄の開発グループがデザインした 

    「丸庄に置きたい照明」案 

 

(基本コンセプト) 

・丸庄独自の木材加工技術「ウェーブ加工」を，より

魅力的に表現するフロアライト。 

・丸庄の家具がある空間に置くことで互いに魅力を引

き立て合う，上質なアート的要素を持つデザインのフ

ロアライト。 

(デザイン仕様書の主な仕様) 

・他の家具や，照明自体のウェーブ加工に光を当てる

ことで，加工面を魅力的に見せる間接照明デザインで

あること。 

・インテリアやオブジェとしての役割を重視した間接

照明デザインであること。 

・金属や石材などの異素材を組み込んだモダンアート

的な間接照明デザインであること。 

公募の結果，複数のデザイン提案の中から，造形が

美しく「製品コンセプトに基づくデザイン開発方針・

方向性の妥当性」と「コミュニケーション能力」など

の観点において評価が高かったペリクラークペリアー

キテクツジャパン株式会社（現在，ペリクラークアン

ドパートナーズジャパン株式会社 以下，ペリクラー

ク）（東京都）の「ROTINI（ロティーニ）」（図 3）を

採択した。 

 

図 3 採択した「ROTINI」 

 

2-3 デザインの具現化(製品の製作)  

丸庄，九州産業大学および当所で構成する製品開発

グループとペリクラークは，「ROTINI」開発において，

4 つの課題を解決し具現化した（図 4,5）。 

①台座の素材・塗装・構造の検証 

 台座は本体である木部と，木部を覆う様に取り付け

るカバーから成る。カバーの素材は経年変化を感じら

れる真鍮とした。コストを抑えるため真鍮板の既製サ

イズから加工が可能になるようカバーサイズを検討し，

塗装は自社で行うこととなった。 
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 図 4 具現化するための課題箇所①～③ 

 

②木部の寸法・内部構造 

 台座のサイズが決定した段階で，全体のバランスを

取りながら寸法を検討した。木部内にコードを通すた

め，厚み30mmの角材を2枚重ねに継ぐ方法を採用し，

内部にNCルーターによるくりぬき加工を施した。 

③回転部の形状・機構・素材 

 回転部はコードを通すため空洞が必要であった。

コードを通しつつ灯具設置部が回転するよう，ダンパ

ーなど既製品を探したが，条件に合うものが見つから

なかったため，オリジナルの金具を製作することとな

った。試作にはペリクラークが保有する 3Dプリンタ

ーを活用しプロトタイプを作成，検証を重ねた。 

④灯具の仕様・PSE・配光 

 灯具は調光機能を有し，台座に収まる形状のもの

を採用した。PSEマークを表示できるよう自主検査体

制の整備を行った(図 5 参照)。 

 

 

図 5 具現化するための課題箇所④ 

 

 完成した製品は，インテリア研究所で安全性評価の

ための強度試験を実施した。試験内容，目的，結果は

表 2 に示す通りで安全性に問題がないことが確認され

た。 

「ROTINI」は意匠権の保護を目的として，丸庄と福

岡県の共同出願という形で，全体意匠を出願した 2)。 

 

表 2 実施した試験項目とその結果 

 

3 まとめ 

丸庄は本事業に参加し，製品開発グループや外部有

識者の協力を得て，自社製品を引き立たせるフロアラ

イトの製品コンセプトを構築した。更にそのコンセプ

トに基づいたデザインをペリクラークが担当すること

で，「ROTINI」を製品化した。 

製品化後は，展示会へ出展するなど精力的な販促活

動に努めている。 
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